
け蓮動する事によりて説明 し更にこの揚合薄膜の一面が硝子に附著する故に附著力が

愛化を妨 ぐる事及び酸素中にては硝子中に銀の礪散する事を考慮せざる可 らざる事を

述べたり。

      硝子糸の加熱に因る政縮に就て

        澤 井 郁 太 郎 上 田 義 博

  (lkutaro Sawai u. Yoshihiro Ueda,むber die Schrumpfung der

 Glasfadens beim Erhtzen, Zeit f8r allorg.u, allgem. Chern . Bd.180,

 }ieft 3,287-3⑪3.1929)

 著 者 等 は前報に硲 子糸 中に存在せ る歪に因る硝子糸の牧縮 に就 き述べナこるが次で更

に高温度 に起 る表面張 力に因 る牧縮に就 き2-3の 實 験を行 へ り試 料は75,00;SiO2,

2,83;A1203+Fe203,6,43;OCa,15,40%;Na20な る組成の硝 子 より作れ る直径

0,316-O,031mm,長 さ50・mm,の 糸 の爾端 に2箇 の小球を作れ るものを用ひ。之れ に

重 さ 0,5-50mgの 重 鏡をかけ電氣燃 中に釣 し毎分一定の割合 に温 度を上 け、或は一

定 温度 に保 ちて糸の下端 の蓮動 を観測せ り。

 硝 子糸を加熱 し或温 度に至 らば牧 縮す。而 して牧縮の始めの温度(牧 縮黙=Schrum-

pfungspunl{t)は 一般 に530-620eの 間 にあ るも荷重の重 き程 、糸の直径の大な る

程 、加熱速度の大な る程高温 度に向つて移動す。而 して糸 の直径の憂化は長 さの愛化

に比 して大な る影響 を興 ふる事 を認 めナこり。

 一 定温度に於 ける蓮動は、loを 始 めの糸の長 さ、1をt分 後 の長 さ、kl k2を 恒 撒

・すれば搬 の機 大な・間は÷ 沁・ 砦一礎 脚 小な・揚合はか ・→L

k2な る關係を満足す。而 して この蓮動 は糸の重 さMo,荷 重m,糸 の李均 の直径ym,

硝 子 の表面張力 α,及び其coeMcient of viseous traction Xに 關係 し

        2,・・3・1・・十 一 誌 、[翫・… ・m・警 ・1

なる式に依 りて ・,λ(從つて硝子の粘度 艮)を 計算する事を得る。著者著の用ひナこ
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る硝子に就ては次の如き結果を得テこり。

  醸(・C,5・ ・58・16⑪ ・6・ ・6・ ⑪ ・… 5叫 …

  Ct  (阻9〆m皿)     一      一    15.23   i4.5正   13.68   14,00   亙3」奪6   1L34

・(-/mmM塗 … 一 ・・1・… 畔 ・・1・…7… ×・…1・S… 蹴 ・・一 ・1解

 次に著者著は温度を上昇 しつ 》ある揚含硝子糸の熱膨脹による伸長蓮度Vllε 表面

張力に依る牧縮速度V12ミ を計算比較せる結果 より牧縮瓢に於ては常にV至2≧Viiな

る關係が存在する事を確め硝子糸(或 は箔)の 牧縮の現象はBerggrenに 從ひ速度の

問題ミして取扱ふ可きものなる事を述べナこり。

 省著者等は硝子の糸の長 さの鍵化に就て(1)吸 縮 して球懸εなるか、(2)一度牧縮 し

次で延びるか(3)始 めより延びるのみなるかの3つ の揚含ある事を認轡れるが此れに

就ては細 上端に加はる塵拷 一(1)年 ・÷(Mo+m)が 離 瞬 で満匙 らる

・賄 構 のみ勧 ・(・)低澱 にてタ ・壷(M・+・rr1,〉高澱 にて一聖 ・毒(M・+m)

なるが ・謙 の上鍬 ・て半 ・毒(M・ ・m)な る間細 螂 直径が灘 継くなる揚合

は渡 猫 し欲 に延び(・)荷動 大にして年 ・景 なる礪 は紳 螂 のイ帳 が

下部の伸長より常に大ならば全盟εして延びを認むる事を述べ鶴 り。

  ポー ラログ ラフに依 る銅錯 璽 の研 究 儲一軸

                       志 方  盆  三

 著 者は滴 下水銀極及びPoEarograph(J. Heyrovsky, and M. Shikata;Rec、 Tra.

Chim・Pays Bas. Tome XLIV 496,1925)を 用 ひて銅 イオンの析 出屯位を溶 液中に

共存す る酸基 の種類及び濃度 εの關係 を明かに し銅錨盤研究 の一助 εせんε試 みた。
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